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人　権医　療

長浜の方は、我慢強い方が多いように感じるの
は、私だけでしょうか？
大ケガをした記憶がないのに、手首(手関節)が

痛い。骨折して治ったのに手首が痛い。普段は気
にならないけど、ある動作をすると手首が痛い。

でも病院に行くほどでもないし、ということはあ
りませんか？放置して、あまり影響がない場合も
ありますが、そのままにすると、関節の骨、軟骨
が変形して戻らなくなる変形性関節症になる場合
もあります。
原因はいろいろあります。知らない間に骨が溶

けて潰れてくる状態、靱帯軟骨が傷んでいる状態、
腱鞘炎の一種などなど。
診断は、従来の診察に加え、関節鏡といって、

ほんの５mmぐらいの穴から、小さなカメラを手
首の関節に入れて、直接、中を見ます。必要があ
れば、その穴から手術もできるので、大きな傷が
残らない治療を行えます。膝や肩で関節鏡検査、
手術を受けられた方も多いと思います。手の関節
鏡は、さらに小さな穴で、診断、治療が行えるよ
うになってきていますので、我慢しないで受診し
てください。

我慢していませんか？
手首、指の付け根の痛み

市立長浜病院形成外科
中　村　哲　郎 先生

市立長浜病院では、栄養状態がよくない患者さん
に適切な栄養療法を行うため、医師、看護師、薬剤
師、検査技師、管理栄養士等で栄養サポートチーム
をつくり、連携した治療と栄養指導を行っています。
適切な栄養療法を
栄養状態がよくないといっても、病気で食欲がな

い、食べ物を飲み込めない、消化器の疾患で栄養を
吸収できないなど、原因や状態はさまざまです。

栄養状態の改善には口から必要な栄養を摂ることが
望ましいのですが、どうしても困難な場合には、患
者さんに負担をかけない最善の方法を選択する必要
があります。
そのため、“胃ろう”などの経管栄養や点滴といっ

た方法に加え、口から摂取できるようにするにはど
うするのか・どんな栄養剤を使用すれば効果があが
るかなど、栄養学・薬学・看護学を含めた様々な角
度から検討する必要があります。
栄養面から患者さんをサポート
チームでは、患者さんの栄養状態や症状をチーム

内で共有した後、定期的な回診を通して最善の治療
を検討しています。また新しい治療法や薬などの情
報を共有化し、より効果的な治療を心がけています。
栄養状態が悪いと、病気や傷が治りにくいだけで

なく、床ずれなどの合併症を起こしやすくなります。
つまり、栄養状態を改善することは、患者さんの治
療効果を一層高めることにつながります。栄養サポ
ートチームは、栄養面から患者さんをサポートして
いきたいと考えています。チーム内での情報・意見交換

メンバーで患者さんを回診、経過をチェック患者さんを栄養面でサポート
～適切な栄養療法に専門チーム～
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